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その回答は、要するに、できるだけの対応はして
きましたという通り⼀遍の回答でした。

今後、町の歳⼊の減少が予測されるなか、どの事
業を優先して⾏うかはさらに重要で難しい問題にな
ります。

10⽉9⽇に予定されている⼀般質問で、事業選択
にあたっての優先順位の基準は何か、実際の判断は
どのように⾏っているのか、町⺠や現場の声にしっ
かり⽿を傾ける姿勢に⽋けるところはなかったか追
求するつもりです。

9⽉11⽇に開かれた本会議で、平成30年度葉⼭
町⼀般会計歳⼊歳出決算について総括質問を⾏い、
そのなかで、町⽴⼩中学校のトイレ等施設整備の改
善改修について質問しました。
町⽴⼩中学校のトイレの不備や校舎の傷みの問題

は、10年以上前から改善・改修して欲しいという
要望が学校側から出されていました。にもかかわら
ず、何故これまで放置されてきたのか。そのような
状態を放置した町は許せないという思いから、トイ
レの改善や施設の傷みが放置された理由・原因・経
過について、教育⻑、町⻑に質問しました。

議会報告（第3回定例会）

いただきました。⾏政には情報提供の⼤切さを再認
識し、しっかり対応策を講じてもらわねばなりませ
ん。町の防災⾏政無線は、⾬⼾を閉め切った強⾵⾬
下ではほとんど情報提供の機能を果たせません。代
わる⽅法⼿段を早急に講じることが必要です。
同時に、私たちも情報が必ずしも⼗分提供される

とは限らないことを前提に、⾃分の⾝や財産を守る
ことができるようにしておくことが必要だと痛感し
ました。

9⽉8⽇夜から9⽇未明にかけて関東地⽅を襲った
台⾵15号は、千葉県を中⼼に、地域によって想定
外の破壊⼒で住⺠の⽇常を混乱に陥れました。
葉⼭町では、9⽇午前2時過ぎに下⼭⼝、⼀⾊、

掘内、⻑柄の4地区で停電が発⽣（最⼤時約4,600
軒）、最も復旧が遅れた⻑柄地区で停電が解消した
のは、31時間後の11⽇（⽔）の午前9時7分でし
た。
今回は、台⾵による強⾵が、私たちの認識を遙か

に上回る、⼤地震並の被害と混乱を引き起こすとい
うことを教えてくれました。⼀⽅、マスメディア
は、国や県の初動体制の遅れ・対応の鈍さ、東京電
⼒の想定の⽢さなどを指摘しています。
これからは、地球温暖化で今回のよう

な（または今回以上の）強い台⾵が頻度
を⾼めて襲って来るでしょう。強⼤化す
る台⾵の破壊⼒に対する認識を、⾏政や東
電はもちろん、私たちも改める必要があり
ます。
台⾵は、毎年必ずやってきます。来年の台

⾵シーズンまでに、国県・町は災害対策を早急
に⾒直し、被害の予防・軽減に向けて、停電防
⽌策や家屋の補強⽀援等の対策を講じる必要があ
ると考えています。
今回は、情報が無くて困ったという声をたくさん

15号台⾵を教訓に災害対策の強化を
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供給に不安を感じている国⺠の意識との隔たりを
取り上げていました。

この⼆つの記事を読みながら、半世紀近く前、
オイルショックの後でしたが、とある経済関係の
講演会で｢⽯油を海外に依存している我が国は、将
来にわたって必要量を確保できるか？｣と質問した
ことを思い出しました。そのときの答えは、⽯油
を買うお⾦があれば⼤丈夫！というものでした。

地球の温暖化、不安定な世界情勢、かつての強
さを失った⽇本の経済を考えたとき、将来にわた
って必要な⾷糧を確保できる保証はないと思って
います。農業に⼒を⼊れて⾃給率を⾼める道を選
び、⾷料やエネルギーのために、稼いだ⾦を外国
に垂れ流す経済構造を改めていかねばと思うので
すが…。

この8⽉、⾷料に関する⼆つの記事が⽬にとま
りました。

⼀つは、神奈川新聞の｢温暖化で⼲ばつ、⽔不⾜
も 穀物価格最⼤23％上昇 ―国連2050年予測―｣
の記事。もう⼀つは、⽇本農業新聞の｢⾷料⾃給率
国は軽視？世論調査14年が最後｣の記事。

前者の記事は、国連の気候変動に関する政府間
パネル（IPCC）の特別報告書を紹介したもの。地
球温暖化は熱波、⼲ばつ、砂漠化、⼭⽕事の悪化
や永久凍⼟の溶解などを引き起こし、⾷糧不⾜と
飢餓のリスクが⾼まり、穀物価格が2050年に最⼤
23％上がるというもの。

後者の記事は、2018年度の我が国の⾷料⾃給率
が、カロリーベースで過去最低の37％に落ち込む
なか、⾷料供給に対する国⺠の意識を尋ねる政府
の世論調査が⻑く実施されていないことを指摘
し、調査の必要性が薄いとする国と、将来の⾷料

“⾷料⾃給率37％の⽇本 私たちの⾷料は⼤丈夫？”
穀物価格最⼤23％上昇 ―国連2050年予測―
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8⽉ 16⽇(⾦) 中学⽣⾼校⽣議会の傍聴
8⽉ 22⽇(⽊) 三浦半島地域連合政策制度意⾒交換会
8⽉ 30⽇(⾦) 議会運営委員会、議案説明会
9⽉ 1⽇(⽇) 第4回葉桜まちづくり委員会
9⽉ 5⽇(⽊) 第3回定例会本会議(1⽇⽬)

議会広報常任委員会
9⽉ 11⽇(⽔) 第3回定例会本会議(2⽇⽬)
9⽉ 13⽇(⾦) 決算特別委員会(〜25⽇)

おもな活動⽇誌


